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イオン液体とは

イオン液体処理により、絶縁材料の観察・FIB-SEMによる断面加工・観察が可能となります。

イオン液体を利用したSEM観察技術

Cat.No 3S3J-180-00-140404

イオン液体は、常温で液体で存在する塩のことです。真空中でも蒸発せず、また導電性を有するため、イオン液体に絶縁材料
を浸漬もしくは塗布することにより、SEM観察時の導電性付与剤として帯電（チャージアップ）を防止に効果を発揮します。

人工透析用中空糸膜表面の観察事例

従来、絶縁材料の真の表面構造を観察するには、低加速電圧観察法によりチャージアップを抑制する必要がありました。

しかし、多孔質の人工透析用中空糸膜のように、低加速電圧観察であってもチャージアップしてしまいSEM観察が困難な材料
も存在します。

こういった材料に対しては、イオン液体に浸漬処理することが有効です。これにより、チャージアップすることなく、表面形状の
観察が可能となります。また、本来の含水状態に近い形状で観察することも可能となっています。

リチウムイオン電池用セパレータの断面加工・観察事例

多孔質形状の絶縁材料であっても、イオン液体中に浸漬することで、内部までイオン液体を浸透させることができます。

この状態でFIB加工を行うことで、チャージアップなく断面加工・SEM観察を行うことが可能です。

リチウム電池用セパレータの観察では、ダメージを生じることなくFIB加工とSEM観察を実施できました。
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